
第26回 東京女子医大
総合診療セミナー

総合診療・プライマリケアに役立つ胸部X線読影法

＊お問い合わせ先：東京女子医科大学 総合診療科医局
＜pcc-ikyoku.br@twmu.ac.jp＞ ＜03-3353-8111 内線：37312＞

対象 総合診療に興味のある医師・学生・コメディカル

日時 2024年8月7日(水) 
19:30～21:00

参加方法 QRコードよりお申し込みください
＊読み込めない方は下記URLよりお申し込みください

参加費無料 Zoom開催 事前登録制

＊ZOOM
https://zoom.us/meeting/register/tJ0sdOivrjgvH9GuU4_0Jhd5RH2Ouwjk5Axk

＊必ずではございませんが、日本プライマリ・ケア連合学会の
生涯学習単位（医師・薬剤師）が付与されます。

＊日本プライマリ・ケア連合学会単位希望 https://forms.gle/934D9qBZuTzfubzz5

申込QRコード

＊当セミナー評価 https://forms.gle/ToMiEWTz1W898YTY9

日本の医療、特に都市部においてはCT検査が比較的容易に受けられます。胸部/呼吸器症状に
対しても、初診時から胸部CTが撮られるケースが増えています。またCT検査を行う多くの
医療機関には放射線科医がいて、電子カルテにもその読影所見が添付されているため、自身で
CTを読影せずに専門医のレポートを転記してしまいがちです。これらの結果、（若手）医師の
胸部X線、胸部CTの読影技量の低下を招いています。まずは基準となる胸部X線写真を評価し、
有意な所見があればCTを撮る、という順序だった検査計画が医療経済の観点からも重要です。
一方、疾患によってはCTよりも単純X線の方が有用な場合もあります。今回は、肺の解剖に
基づく胸部X線写真の基本的な読影法、つづいて種々の症例の胸部X線所見について解説します。

総合診療、プライマリケアの現場で役立てていただくことを期待します。

曙クリニック（杉並区） 田中博幸 先生
・略歴
1982年 桐朋高校卒業
1988年 防衛医科大学校卒業（竹村教授と同期）

同時に陸上自衛隊医官となる
1994年 防衛医大呼吸器内科にて専門研修修了
2002年 東ティモールPKOに衛生班長（医療部門の長）として派遣
2005年 自衛隊中央病院呼吸器科を最後に防衛省を退職

曙クリニックを開院し現在に至る
・資格
博士（医学）
日本呼吸器学会専門医
日本東洋医学会専門医・指導医
日本スポーツ協会公認スポーツドクター
日本医師会認定産業医

https://zoom.us/meeting/register/tJ0sdOivrjgvH9GuU4_0Jhd5RH2Ouwjk5Axk
https://forms.gle/934D9qBZuTzfubzz5
https://forms.gle/ToMiEWTz1W898YTY9

